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１．緒言

［この報告書をお読み頂いた方に］

　　私たちは、企業活動において限りあるエネルギーや資源を消費することにより、二酸
化炭素や廃棄物を排出し、環境を汚染しております。
　　環境問題が私たちと子孫の生存を危うくするといっても過言でない現況において、こ
の解決のために国際社会、国、企業、家庭及びそれを構成するひとり一人がそれぞれの
立場で行動することが大切です。
　この認識のもとに私たち企業の役割は、エネルギー、資源利用の効率を最大化し、企
業の目的である利潤追求による社会還元し、「社会の経済的な発展＝環境保全への貢
献」という「環境と経済の一致」を基本とした経営を行うことであると考えております。
　この基本的な経営の考え方を礎として、当社の電気関係工事の事業を積極的に展開
し、顧客と地域社会にとってなくてはならないパートナーになれるよう全社一丸となって取
り組んでいきます。
　具体的には、エネルギー消費量のなかで消費が突出しているガソリン・軽油の消費量
を削減するために輸送の効率化をはじめ、その他、電力等の使用エネルギーの効率化、
廃棄物の発生抑制・リサイクル・適正処理及び電気工事等に伴う周辺環境への配慮を重
点項目として取り組みます。
　この取り組みを体系化し且つ計画的に組織として取り組むために「エコアクション２１」環
境マネジメントシステムを構築し、環境の継続的な改善に果敢に挑戦していきます。
　また、私たちは、社会の環境改善に積極的な面で貢献するために、太陽光発電工事や
風力発電工事及びリサイクル事業にも取り組み、企業活動による環境負荷を超える環境
改善を追求して行きたいと考えております。
　このレポートをお読み頂き、当社の真の環境配慮経営をご理解頂き、ご支援とご指導を
賜りますようお願い致します。

　この環境レポートは、当社所在地　山梨県大月市猿橋町伊良原１３３番地における事業活動を対象とし
て、当社が「エコアクション21」環境マネジメントシステムを構築して取り組みを開始し１6年目の2021年9月
～2022年8月までの活動を主とした報告です。
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1-1．環境経営方針

環境経営方針

(株)和田電業社 環境経営方針
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　　［建設業許可　　山梨県知事（特－2)第3132号、山梨県知事（般－2)第3132号］

(5)事業の規模

①資本金　100百万円

④事業所の延床面積　１，９１８．４６m2

(6)会計年度

　　第56期　（2022年9月1日～2023年8月31日）

   送電線路建設工事、変電工事、建築電気設備工事、空調工事、
　太陽光発電設備工事、小水力発電工事、風力発電工事、
　情報通信工事、消防施設工事、各種鉄塔建設工事、
　照明設備工事、システム開発、安全用品開発

②売上高  　　　２0．5億円

③従業員数　　８０名(2023年8月末現在）

　　　山梨県大月市猿橋町伊良原　133番地

(4)環境管理責任者氏名及び連絡先

(4)事業活動内容

①環境管理責任者の氏名　　　　　　富田　信

②連絡先　　　TEL     0554-23-1255

　　　　　　　　　FAX    0554-22-4357

(当環境活動レポートに関するご意見、お問い合わせも環境管理責任者にお願い致します）

２．事業の概要

(1)事業所名

　　　株式会社　和田電業社（設立　1960年5月1日）

(2)代表者氏名

　　　代表取締役社長　　和田　功

(3)所在地



見直し年月日　2018年9月3日
制定者　　　　　社長　　和田　功

　　　　※二酸化炭素排出量削減の目標値の（　　　）は排出量を示し，二酸化炭素排出係数は0.474kg-CO2/kWhとしました。

ー

５.化学物質の管理 (1)特定物質の管理
塗料・希釈液の適正

管理
週末目視確認実施 週末目視確認実施 週末目視確認実施

ー ー ー４.環境配慮工法 (1)工事騒音・振動等の軽減 ー

0.681m3/百万円 0.674m3/百万円 0.667m3/百万円 0.661m3/百万円

0.052kg/百万円 0.052kg/百万円 0.051kg/百万円

３．総排水量削減 (1)使用水量削減

(1)産業廃棄物削減

(2)一般廃棄物の削減
　（コピー用紙使用量削減）

30.75kwh/百万円

(72.125kg-CO2/百万円) (71.389kg-CO2/百万円)

49.44kwh/百万円 48.94kwh/百万円

(129.742kg-CO2/百万円)

1.二酸化炭素排出量削減

５４期の実績値の平
均値を基準値として
売上高原単位で３％
（年１％）削減

２．廃棄物の排出抑制

(30.67kg-CO2/百万円)

2.06kwh/百万円 2.04kwh/百万円

(5.128kg-CO2/百万円) (5.076kg-CO2/百万円)

68.11kwh/百万円 67.42kwh/百万円

(30.98kg-CO2/百万円)

３．環境経営目標〔５４期～５７期］

項目 取組項目 目標
実績値 目標値 目標値 目標値

５４期
(2020.9～2021.8)

５５期
(2021.9～2022.8)

５６期
(2022.9～2023.8)

５７期
(2023.9～2024.8)

(1)電力消費量削減

(5.223kg-CO2/百万円) (5.18kg-CO2/百万円)
(2)灯油使用量削減

69.50kwh/百万円

(31.62kg-CO2/百万円)

31.07kwh/百万円

(4)軽油消費量削減

(3)ガソリン消費量削減

228.18kg/百万円 225.90kg/百万円 223.62kg/百万円 221.33kg/百万円

50.45Ｌ/百万円 49.95kwh/百万円

(128.41kg-CO2/百万円)

0.053kg/百万円

週末目視確認実施

68.81kwh/百万円

(31.3kg-CO2/百万円)

2.10Ｌ/百万円 2.08kwh/百万円

(132.39kg-CO2/百万円) (137.996kg-CO2/百万円)

31.70Ｌ/百万円 31.38kwh/百万円

(73.597kg-CO2/百万円) (72.861kg-CO2/百万円)
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種類 比率(%)

電力 0.1302

灯油 0.0215

ガソリン 0.3031

軽油 0.5452

（合計） 1.0000

68.81kw/百万円

2.08Ｌ/百万円

31.70Ｌ/百万円

計

(2)灯油使用量削減

(1)電力消費量削減

(1)産業廃棄物削減

1.二酸化炭素排出
量

　削減

　５５期の実績値の
平均値を基準値とし
て売上高原単位で
３％（年１％）削減

－ (237.96kg-CO2/百万円)

(参考）

５．化学物質の適正
管理

(1)特定物質の目視確認
塗料・希釈液の適正

管理

４．環境配慮工法

燃料の種類別排出量の比率（排出量換算）

排出量(kg-ＣＯ2)

30.980

(注）このグラフから、当社としては、排出量の約７８%を占める自動車用の燃料の合理化を図ることが二酸化炭素排出抑制（省エ
ネ）のポイントとなります。

5.120

72.120

129.740

237.960

３．環境経営目標〔５6期(2022.9.1～2023.8.31)〕

項目 取組項目 目標
目標値

（５６期）

0.661m3/百万円

50.45Ｌ/百万円

(30.98kg-CO2/百万円)

(5.12kg-CO2/百万円)

(72.121kg-CO2/百万円)
(3)ガソリン消費量削減

(4)軽油消費量削減

221.33kg/百万円

(129.74kg-CO2/百万円)

２．廃棄物の排出
　　抑制 (2)一般廃棄物の削減

　　（コピー用紙使用量削減）
0.051kg/百万円

(1)使用水量削減

－

週末目視確認実施

３．総排水量削減

(1)工事騒音・振動等の軽減

　５５期の実績値の
平均値を基準値とし
て売上高原単位で
３％（年１％）削減

ー

13% 2%

30%
55%

排出量(kg-ＣＯ2)

電力

灯油

ガソリン

軽油
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図－１．実施体制

表－１．役割・責任・権限表

・環境経営に関する統括責任。

・環境経営システムの実施に必要な。人、設備、費用、時間、技能、技術者

　を準備。

・環境管理責任者を任命。

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境目標・環境活動計画書を承認。

・代表者による全体の評価と見直しを実施。

・環境活動レポートの承認。

・環境経営システムの構築、実施、管理。、

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認。

・環境目標・環境活動計画書を確認。

・環境活動の取組結果を代表者へ報告・

・環境活動レポートの確認。

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局。

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施。

・環境目標、環境活動計画書原案の作成。
・環境活動の実績集計。
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施。
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口。
・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）
・自部門における環境経営システムの実施。
・自部門における環境方針の周知。
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告。
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成
　テスト、訓練を実施、、記録の作成。
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

制定者　代表取締役　和田　功　

　環境活動計画を全社一丸となって効率的な取組を行い、実効をあげるために、代表取締役を代表者とす
る実施体制及び役割・責任・権限表を下記の通りと致しました。

　４．主要な環境経営計画の内容

役割・責任・権限

代表者（社長）

環境管理責任者

環境事務局
　田村　誠

改定年月日　2022年4月1日　

工事部長
富田　信

工事部門

環境事務局

部門長

全従業員

代　表　者
代表取締役

和田　功

環境管理責任者
富田　信

経営層
廣澤　嘉兵

総務部長
廣澤　嘉兵（兼）

営業部長
和田　一朗

総務部門 営業部門

長田光広
（兼）

和田一朗
（兼）

富田信（兼） 富田信（兼）

システム設
計・開発

安全管理者 情報通信 電力工事
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①工事時の環境負荷低減

　冬季の暖房温度を20℃に設定し、温度管理を徹底し、灯油消費量の削減に努力します。

　毎月の水使用量を把握して、その削減対策を立て実施します。
　生活用水を削減する為に、継続的に蛇口に節水表示等を行い、節水を励行させます。

　今年度も、同種工法による基礎補修工事を受注した際は、積極的に「小口径杭基礎」を採用
し、周辺環境に配慮した工事を推進していきます。

　・不要箇所の消灯、不使用時のＯＡ機器電源ＯＦＦ（継続的に実施）

　・省エネ型ＯＡ機器等の導入（継続的に実施）

②灯油消費量

(3)使用水量削減

　一般廃棄物については、適正処理を行うと共に、再資源化等を推進していきます。
　ダンボールについては、分別回収をすることにより、費用の減少と、リサイクルにも協力できる
もので今後とも、継続的に実施していきます。

（２）廃棄物対策

①産業廃棄物対策

　産業廃棄物の処理は適正処理を行うと共に、マニュフェスト等の管理を確実に行います。
　その他、分別処理することにより産業廃棄物処理費用の削減を図っていきます。

　現場が、広範囲となることから、社員全員に朝礼等を通じて「エコドライブ」について、周知徹底
を図りガソリン・軽油の消費量を削減します。
　現場において、計画性をもった車両の配置を行いガソリン、軽油の消費量削減を図ります。
　車両運転日誌を各車両毎、記録することにより社員全員が消費量削減意識の高揚を図りま
す。

②一般廃棄物

(4)その他

(1)二酸化炭素排出量削減

①電力消費量

　・省エネ重点設備を抽出して、各設備の電力消費改善策の検討・実行（継続的に実施）

  ・各建物について、電力消費量を前年度と比較し、節電対策の検討を実施。

　電力消費量削減については,電灯関係を中心に節電を積極的に実施しています。また、さらに
継続的なきめ細かい電力消費量削減をするために、次のような活動を展開していきます。

③ガソリン・軽油消費量削減
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目標値 実績値 達成率 評価
66.57 78.95 84%

(30.280) (35.922)

1.69 1.92 88%

(4.204) (4.778)

25.91 30.66 85%

(60.163) (71.192)

30.47 36.35 84%

(79.800) (95.200)

285.79 321.27 89% ×

3.水使用量 0.504 0.625 81% ×

単位

－

×

×

×

×

排出量(kg-CO2/百万円)

排出量(kg-CO2/百万円)

排出量(kg-CO2/百万円)

排出量(kg-CO2/百万円)

(1)水使用量（ｍ３／百万円) 「節水」表示

4.著しい環
　境側面

(1)環境配慮工法 － 無 －
「小口径杭基礎」の実績
なし

2.廃棄物の
排出抑制

(1)産業廃棄物(ｋｇ／百万円) 分別標準の実施

(2)一般廃棄物（ｋｇ／百万円) 分別標準の実施

(コピー用紙使用量削減) 電子化等ペーパーレス化
0.046 0.053 87%

1.二酸化炭
  素排出量
  削減

(1)電力消費量(kwh/百万円）

(2)灯油消費量(Ｌ/百万円)

(3)ガソリン消費量(Ｌ/百万円)

エコドライブの実施
燃費、環境面を考慮して
購入車種を選定

暖房温度設定管理

不要照明の消灯等

(4)軽油消費量(Ｌ/百万円)

　環境負荷の継続的な改善に組織的な取り組みを効果的に行い実効をあげるために、2006年10
月に「エコアクション21」の環境管理システムを構築し、二酸化炭素排出量削減、廃棄物削減、総
排水量削減に関連する９項目について目標数値を設定し、取り組みを開始致しました。
　この環境目標に対する取組について５6期（2022年9月～2023年8月）の結果とその評価及び次
年度の取組内容について報告いたします。

１．環境目標に対する取組結果とその評価

５．環境経営目標に対する取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組項目 主な活動

　「エコアクション２１」環境マネジメントシステムによる体系的な１5年目の環境目標達成のための
活動（５６期：2022年9月～2023年8月）の取組結果を下表に示しました。

(1)特定物質の目視確認
塗料関係の
目視確認

無

5.グリーン
購入

(1)グリーン購入の拡大 ６種104品 －

195,303.81

×

－

－ － －

－ －

※電力の排出係数は、平成30(2018)年度実績の電気事業者別調整後排出係数：0.455kg-CO2/kWhとしま

した。【平成30(2018)年度実績-R2.1.7(2020)環境省・経済産業省公表、R2.9.15一部追加・修正の電気事業
者別排出係数を使用しています。】

6.化学物質
の適正管理

２．環境への負荷の実績（５６期：2022年9月～2023年8月）
取組項目

3,944.70 9,818.36

L 62,889.60 146,029.65(3)ガソリン消費量

(4)軽油消費量

合計

消費量 排出量

ｋWh 162,015.00 73,716.83

L

L 74,571.90

ｋｇ－CO2 424,874.65

1.二酸化炭
  素排出量
  削減

(1)産業廃棄物

(2)一般廃棄物

2.廃棄物の
排出抑制

(1)電力消費量

(2)灯油消費量

1,282.00(1)水使用量3.水使用量

ｔ 659.00

ｋｇ 108.00

㎥

(5)ＬＰＧ消費量 ｋｇ 2.00 6.00
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環境管理者からの報告により次のとおり指示しました。

　　従業員全員に再徹底を図ること。

（1）エコアクション21が業界において、少しずつ認知されてきているので、もう一度基本に戻りマンネリ化せぬよう

（2）環境活動の個々の達成率は、期間売上が第一の要因であり、受注活動が厳しい中、次年度は更なる

（3）環境経営システムについては、環境報告書の公開もあることから、中身を充実させる。

　　効率アップを目指して努力すること。

３．次年度の取組内容

対　応　等

２．廃棄物の排出抑制

　産業廃棄物については、ソフトバンクのコン柱局撤去を受注したことによる「コンクリート
がら」が大幅に増加したため目標を達成する事が出来なかったが、引き続き分別を徹底
的に実施し目標達成に努力していく。
　一般廃棄物については、再資源化等の推進、分別回収、コピー用紙のペーパーレス化
にも引き続き努力していく。

1.二酸化炭素排出量
削減

３．水使用量 　水使用量については、昨年と同様な方法にて削減を図っていく。

　現在の取組をさらに全員に推進し、削減に努力していく。

取組項目

４．環境配慮工法

環境関連法規への違反はありません。なお関係当局より違反等の指摘、関係者からの訴訟等もありません。

７．代表者による全体評価と見直し結果

５．化学物質の適正管
理

　引き続き週末目視確認を実行していく。

６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　工事中の騒音・振動等の軽減を図っていく。
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　（1）トピックス-1

　・エコアクション２１の取り組み10周年を記念して，エコアクション２１中央事務局から２０１８年３月２８日（水）に
感謝状及び記念品を頂きました。

８-1．その他
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2021.10.13　山梨県建設新聞掲載写真

８-2．その他

　（1）トピックス-2

・送電線張替工事で使用する鋼線と光ﾕﾆｯﾄ入りアルミ管を、自動で分別する装置の開発と実用化。

OPGW自動分別装置
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撤去した機器類 分別作業場

各品目毎に分類 機器類の分別

８-3．その他

　（1）トピックス-3

SDGｓへの取組　「作る責任・使う責任」　　撤去した機器類を有価物と廃棄物の完全分別。（継続中）
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第1回目研修会状況 研修状況

第2回目研修会状況

８-4．その他

　（1）トピックス-3

SDGｓへの取組研修会
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期間限定のイメージアップ

８-5．その他

　（1）トピックス-4

SDGｓへの取組（全車両へのステッカー貼り）


